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あ
な
た
の
市
立
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た

市
立
図
書
館
で
は
昨
年
、
本
館
と
分
館
、

移
動
図
書
館
の
す
べ
て
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、
図
書
の
検
索
や
貸
し
出
し
業
務
の
能
率

化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
４
月
か
ら
全
館
が
午
前
９

時
3
0分
開

館
に
な
り
、
一
層
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

図
書
館
で
は
、
利
用
者
に
さ
ら
に
便
利
に

と
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

図
書
館
を
も
つ
と
お
役
立
て
く
だ
さ
い
（
本
館
二

階
で
）

便
利
で

す

「
予

約
」
サ

ー
ビ
ス

あ
な
た
は
、
図
書
館
で

読
み

た
い
と
思
っ
た
本
が
見
当
た
ら

な
い
時
ど
う
し
ま
す
か
。

そ
ん
な
時
は
、
「
予
約
」
サ

ー
ビ
ス

を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
読
み

た
い
本
を
申
し

込
ん
で

お
く
と
、
用
意
さ
れ
、

後
日
借
り
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。

図
書
館
で
は
、
予
約
を
受
け

る
と
、
市
内
の
ど
こ
の
図
書
館

に
あ
る
の
か
、
貸
し
出
し
中
か

ど
う
か

な
ど
を
電
算
で
検
索
し
、

取
り
寄
せ
た
り

、
購
入
し
た
り

し
て

、
希
望
の
本
を
で

き
る
だ

け
早
く
用
意
し
ま
す
。

近

隣
の
市
町

村
の
図
書
館
や

県
立
図
書
館
な
ど
と
も
相
互
に

協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
の
で
、

幅
広
い
予
約
に

応
じ
る
こ
と

が

で

き
ま
す
。

書
名
が
分
か
ら
な
く
て
も

、

著
者
名
や
内
容
な
ど
か
ら
本
を

検
索
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の

で

、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
約
は
一
人
（
一
館
に
付
き
）

二
冊
ま
で
で

す
。

返

却

ポ

ス

ト

も

ご
利

用

を

利
用
者
の
間
か
ら
特
に
要

望

の
多
か
っ
た
返
却
ポ
ス
ト
を
、

全
館
に
設
置
し
ま
し
た
。
休
館

日
や
夜
間
に
も
借
り
た
本
を
返

す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

６
／
1
4窗
ま
で
特
別
整
理
期
間
の
た
め

図
書
館
は
全
館
休
館
で
す
。

大
活
字
本
の

図
書
目
録
を
発
行

図
書
館
で
は
、
弱
視
や
老
眼

な
ど
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め

の
大
き
な
活
字
の

図
書
（
大
活

字
本
）
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

現
在
本
館
と
矢
切
分
館
の
二

館

で

、
合
わ
せ
て
二
百
十
ニ

タ
イ

ト
ル
三
百
七
十
冊

を
用
意
し
て

い
ま
す
。

大
活
字
本
を
よ
り
多
く
の
大

に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
図

書
目
録
を
発
行
し
ま
し
た
。
目

録
は
図
書
館
全
館
、
各
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
な
が
い

き
室
、
老
人

ホ
ー
ム

に
閲
覧
用
に
備
え
付
け
た
ほ
か
、

希
望
者
に
は
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

大
活
字
本
は
、
市
内
の
ど
の

図
書
館
か
ら
で
も
予
約
に
よ
り

借
り
ら
れ
ま
す
。
目
録
か
ら

ご

希
望
の
本
を
選
び
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

長
い
雨
季
の
終
り
。

夕
空
は
久
し
ぶ
り
に
、
伊
吹

山
の
山
頂
ま
で
、
く
っ
き
り
晴

れ
わ
た
っ
て
見
え
た
が
、
芹
川

の
水
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
水
嵩

大活字本の文 字(実物大)

五
香
分
館
が
休
館
し

ま
す

五
香
分

館
は
、
五
香
市
民
セ

ン
タ
ー
改
修
の
た
め
、
６

月
2
0

日
出
か
ら
４

年
１

月
４
日
出
ま

で
休
館
し
ま
す
。

こ
の

期
間
、
移
動
図
書
館
車

み

ど
り
号

が
臨
時
に
巡
回
し
ま

す
。

巡

回
日
時
・：
６
月
2
6日
～
1
2

月
2
5日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日

、

午
前
1
0時
3
0分
～
1
1時

駐
車
揚
所
・
＝
五
香
公
会
堂
前

広
場

茴
市
立
図
書
館

登
6
5－
5
1
1

5
番

利

用

し

て

い

ま

す

岩瀬野中香方子さん

亮宏くん(５歳)

久敬くん(３歳)

子
ど
も
の
本
を
よ
く
借

り
て
い
ま
す
。
科
学
の
本

が
多
い
の
で
す
が
、
大
人

に
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
く
、

い

ろ
い
ろ
な
発
見
か
あ
り

ま
す
。

た
く
さ
ん
の
本
の
中
か

ら
、
ど
の
本
を
借
り
た
ら

い
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
図
書
館
の
人
に
相

談
に
の
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
か

、
い
つ
も

と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま

せ
ん
の
で
、
推
薦
図
書
の

掲
示
な
ど

を
、
増
や
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

第
６
回
国
民
文
化
祭
9
1

人
形
劇
フ
ェ
ス
ス
テ
ィ
バ
ル
を
松
戸
で
開
催

今
年
で

六

回

目

を
迎

え
た

「
国
民
文
化
祭
」

が
、
千
葉
県

を
開
催
県
と
し
て

、
全
県
に
わ

た
っ
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
松
戸

市
で
は
、
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

期
日
Ａ
ｎ
月
2
3日

砌
～
2
4日

㈲
会
場
＝・
市
民
会
館
、
市
民
劇

場
、
婦
人
会
館
ほ
か

内
容
・
＝
外
国
の
人
形
劇
や
国

内
の
伝
統
的
人
形
劇
団
、
国
内

各
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形
劇
団

な
ど
が
多
数
集
ま
り
、
い
ろ
い

ろ

な
種
類
の
人
形

劇
を
展
開
し

ま
す
。
講
習
会
、
パ
レ

ー
ド
な

ど
も
予
定

茴
市
立
図
書
館
奉
仕
第
二
係
容

6
5－
［
Ｄ
１
１
［
Ｄ
番

「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

盛
り
上
げ
る
会
」
会
員
募
集
中

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
成
功
さ

せ

る
た
め
、
自
分
だ
も
の
で

き

る
範
囲
で

協
力
し
よ
う
と
い
う

人
た
ち
の

会
が
発
足
し
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
・
＝
６

月
1
5日
出
午
後

―
時
3
0分
か
ら
、
婦
人
会
館
で

蠢
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

盛
り
上
げ
る
会
（
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン

内
)
0
4
4
1
3
0
3

7
番

わたしの夢

東悠一朗くん(北部小学校３年)

ぼくのゆめは、ロケツトにのって、地きゅ

うがどれだけさばくになっているかをしらべ

ることです。そして、さばくにしよく物をう

えて、みどりがいっぱいで空気のきれいな地

きゅうにしたいと、思います。 砂漢に植物を植える悠一朗く ん

広報まつど
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第 ７５６ 号

市営住宅

空
き
家
入
居
者
（
待
機
者
）
募
集

申
し
込
み
は
6
月
1
7
日
～
2
4
日

入
居
資
格
＝・
①
平
成
２

年
６

月
2
5日
以
前
に
住
民
登
録
を
し

現
在
も
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
。
ま
た
は
同
日
以
前
か
ら
市

内
の
一
定
の
場
所
に
勤
務
し
て

い
る
人
②
現
に
同
居
、
ま
た
は

同
居
し

よ
う
と
し
て
い
る
親
族

示

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

人
、
婚
姻
の
予
定
者
を
含
む
）

が
い

る
こ
と
③
年
間
総
収
入
が

別
表
１
・
２
の
収
入
基
準
に
該

当
す
る
人
。
た
だ
し

、
二
人
以

上
の

収
入
が
あ
る
世
帯
、
寡
婦

（
夫
）
控
除
・
身
障
者
控
除
等
の

対
象
者
が
い
る
世

帯
は
、
金
額

に
変
更

が
あ
り
ま

す
④
現
に
住

宅
に

困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明

ら
か
な
人

第
一
種
住
宅
・：
①
天

神
山
・

松
戸
新
田
・
新
松
戸
・
新
松
戸

第
二
・
三
矢
小
台
・
六

高
台
の

３
Ｄ
Ｋ
な
ど
計
八
戸
②
常
盤
平

南
部
・
常
盤
平
南
部
第
二
・
幸

田
第
二
の
３
Ｄ
Ｋ

な
ど
計
十
一

戸
③
横
須
賀
・
小
金
原
二
号
棟
・

小
金
原
併
存
・
幸
田
・
八
ヶ
崎

の
２
Ｄ
Ｋ
計
二
十
戸
④
母
子
世

帯
向
け
住
宅
の
３
Ｄ
Ｋ
一
尸
倆

身
体
障
害
者
向
け
住
宅
の
３
Ｄ

Ｋ

な

ど

一

戸

第

二

種

住
宅
・
：

①
胡

録
台

・

相

模

台

一

号
棟

・

稔

台

・
小

企

原

一

号

棟
の

２
Ｋ

計
三

戸

②
八

ヶ
崎
・
常
盤
平
南
部
・
相
模
台

二
号
棟
の
２
Ｄ
Ｋ
な
ど
計
三
戸

③
天
神
山
・
松
戸
新
田
・
新
松

戸
・
新

松

戸
第

二

・

幸
田

第

二

三
矢
小
台
・
六
高
台
の
３
Ｄ
Ｋ

計
七
戸
④
母
子
世
帯
向
け
住
宅

の
３
Ｄ
Ｋ
な
ど
計
三
戸
⑤
身
体

障

害
者

向

け

住
宅

の

２
Ｌ

Ｄ

Ｋ

な
ど
一
戸
⑥
老
人
世
帯
向
け
住

宅
の

３

Ｄ
Ｋ

な
ど

一

戸

申
込
用
紙
の
配
布
・
・
・
６
月
1
0

日

㈲
～
2
4
日

㈲
の

間

に

、
住

宅

課

・
各

支

所
で

匣

６

月
1
7
日

㈲

～
％
一
日

囲

の

間

に

住

宅

課
で

受
け

付
け

ま

す

。

※

配

布

・

受
け

付
け

と
も

、

午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
曜

日
は
正
午
ま
で
）。
６
月
1
6日

㈲
・
2
2日
出
・
2
3日
㈲
は
行

い
ま
せ
ん
。

入
居
方
法
・
＝
当
選
順
位
で

空

き
家
が
生
じ
次
第
入
居
。
平
成

４
年
５
月
末
日
ま
で
に
空
き
家

が
生
じ
な
い
場
合
は
、
当
選

権

が
失
効
し
ま
す
。

烈

住
宅
課
公
営
住
宅
係

幸田 第二市営住宅と敷地内の公園で遊ぶ子どもたち

参加してみませんか

個人市政見学会

日

時
…
７

月
３
日
困
午
前
９

時
～
午
後
３
時
3
0分

コ

ー
ス
＝・
市
役
所
（
集
合
）

～
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
～
公

設

地
方
卸
売
市
場
南
部
市
場
～

消

防
訓

練
セ
ン
タ
ー
～
小
金
原
市

民
セ
ン
タ
犬
昼
食
～
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
～
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
～
市
役
所
（
解
散
）

定
員
・・一
二
十
人

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

費
用
・
＝
無
料

匣
６
月
2
0日
團
必
着
で

、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・

電
話

番

号

を
記

入

し

（

一
人

一
枚
に
限
り
ま
す
）
、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役

所
広
報
課
へ

消防訓練センタ ーでの説明

国民健康保険

保険料率が

決定しました

平
成
３

年
度
の
保
険
料
率

が
左
表
の
よ
う
に

決
定
し
ま

し
た
。

年
間
保
険
料
額
は
、
所
得

割
額
・
被
保
険
者
均
等
割
額

・
世

帯
別
平
等
割
額
の
合
計

で
四
十
四
万
円
を
超
え
る
金

額

は
課

さ

れ
ま

せ

ん

。

今

年
度

か
ら

暫

定

賦
課

を

取

り

や
め

、

第

一

期
（
６

月

）
か

ら

本
算

定

賦
課

に

な
り

ま

す

。
保

険

料

の

納
入

は

、

一

期

（
６

月

）

～

十
期
（
翌

年
３

月

）
の

十

回
に

分

け

て

納
め

て

い

た

だ

く

こ
と

に

な

り

ま

す
。

甕

国

民
健

康

保

険

課

保
険

料

賦

課

係

①所得割額

所得がある加入者ごとに、所

得から基礎控除31万円を引い

た金額に6.20％をかけます

②被保険者均等割額(8,270円)

加入者１人あたりの年額で、

世帯の加入者数をかけます

③世帯別平等割額(8,120円)

１世帯当たりの年額です

①～⑧の合算額が保険料になり

ます(上限44万円)

別表１ 給与所得者１人の場合の早見表

（前年１年間の総収入） 単位：円

種 別 第２種 第１種

家族数

(本人を含む)

総収入金額

最低～最高

総収入金額

最低～最高

単身者
0

～2,207,999

2,208,000

～3,591,999

２人
0

～2,ﾌ07,999

2,708,000

～4,027,999

３人
0

～3,207,999

3,208,000

～4,463,999

４人
0

～3,659,999

3,660,000

～4,903,999

５人
0

～4,095,999

4,096,000

～5,339,999

別 表 ２ 事 業 所 得 者 １人 の 場 合 の早 見 表

(前年1年間の必要経費控除後の所得金額)単位：円

種 別 第２種 第１種

家族数

(本人を含む)

所 得 金 額

最低～最高

所 得 金 額

最低～最高

単身者
0

～1,380,000

1,380,001

～2,376,000

2人
0

～1,730,000

1,730,001

～2,726,000

３人
0

～2,080,000

2,080,001

～3,076,000

４人
0

～2,430,000

2,430,001

～3,426,000

５人
0

～2,780,000

2,780,001

～3,776,000

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

支
給
基
準
が
…

…
…
…

」
変
更
に
な
り
ま
し
た

市
で
は
、
公
認
の
私
立
幼
稚

園
に
三
・
四
・
五
歳
児
を
通
園

さ
せ
て
い
る
保
護
者
に
、
補
助

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
の

も
と
に
支
給
さ
れ
る
就
園
奨
励

費
補
助
金
の
支
給
基
準
が
、
変

わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
・
＝
平
成
３
年
６
月
１
日

か
ら
1
0月
１
日
ま
で
の

間
に
、

市
内
に
住
所
登
録
を
し

、
下
表

の
基
準
に
該
当
す
る
保
護
者

補
助
金
額
こ
卞

表
の
と
お
り

支
給
基
準
・・
卞

表
の
区
分
Ｃ

の

基
準
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※
世
帯
の
中
で
二
人
以
上
の

所

得
が
あ
る
場
合
は
合
算
さ
れ

ま
す
。
市
民
税
未
申
告
の
人

は
、
７

月
1
5日
囲
ま
で
に

、

市
民
税
課
へ
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
手
続
き
＝・
各
幼
稚
園
が

指

定
し
た
日
ま
で
に

、
「
保
育

料
減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

（
各
幼
稚
園
で
配

布
）
を
各
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
時
期
＝
袖
一
月
中
旬

琵

各
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委
員

会
庶
務
課
庶
務
係

就園奨励費補助金の基準と補助金額

区分 基準(平 成３年度市民 税年額) 補助金額(年額)

Ａ 生活保護世帯・市民税が非課税の世帯 111,000 円を限 度

Ｂ 市民税所得割額が非課税の世帯(均等割のみ課税の世帯) 86,600 円を限 度

Ｃ

３歳児65,000円

市民税所得割額が{ ４歳児72,700円| 以下の世帯

５歳児80,900円

49,900 円を限 度

※区分Ｃの基準が変更になり まし た

一
時
的
保
育
を
実
施
し
ま
す

市
で

は

、

パ
ー

ト

就

労
な

ど
の

就

労

形

態
の

多

様
化

に

伴

う

一
時

的

な
保

育

や

、
保

護

者
の

傷

病

な
ど

に

よ

る
緊

急

時
の

保

育

を
必

要

と

す

る

場
合

に

対

応
す

る

、

一

時
的

保
育

を

実

施
す

る

こ

と
に

な

り

ま

し

た

。

実

施

場

所
・
＝
牧
の

原

保

育

所

（
牧
の

原

二
上

（

）

開

設

日
時
・
・
‘
月

～
土

曜

日

の

午

前
８

時
3
0
分
～

午

後
５

時

（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0

分

ま
で

）

″
６

月
2
0
日

團

か
ら

実

施
し

ま
す
。

利
用
方
法
こ・
利
用
日
の
二

日
前
ま
で
に
、
直
接
、
牧
の

原
保
育
所
に

申
請
し
て

く
だ

さ
い
。

蠢
保
育
所
課
庶
務
係
ま
た
は

牧
の
原
保
育
所

容
8
5
1
0
9

9
7

番

保護者負担額（実費負担）

３歳未満児 ３ 歳以 上児

2,700円

(日 額)

１ボ 〕O円

(日額)

市
職
員
を
募
集
し

ま
す

募
集
職
種
：
一
一
般
行
政
事

務
・
技
術
・
消
防
な
ど

受
験
資
格
・
＝
①
大
卒
お
よ

び
卒
業
見
込
み
で
昭
和
3
9年

４

月
２
日
～
4
5年
４

月
１
日

生
ま
れ
の
人
②
短
大
・
高
専

卒
お
よ
び
卒
業
見
込
み
で
昭

和
4
1年
４

月
２
日
～
4
7年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
③
高
卒

お
よ

び
卒
業
見
込
み
で

昭
和

4
3年
４

月
２

日
～
4
9
年
４

月

１
日

生
ま
れ
の
人

試
験
日
＝・
９

月
2
2日
㈲

受
験
案
内
の
配
布
・：
８

月

５
日
囲
か
ら

″
詳
細
は
広
報
ま
つ
ど
８

月

５
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
人

事
課
人
事
係

今
月
の
納
期
は

参
し
尿
処
理
手
数
料
（
人
頭
制
）
第
一
期
納
期

限
…
フ
月
１

日

奉
国
民
年
金
保
険
料
・
＝
６
月
分

４
市
・
県
民
税
第
一
期
納
期
限
・
＝
ア

月
１
日

参
国
民
健
康
保
険
料
第
一
期
納
期
限
・
＝
フ

月

奉
事
業
所
税
…
４

月
決
算
の
法
人
と
４

月
中

に
事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
事
業

主
は
、
６
月
が
申
告
納
付
月
で
す
。

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

手数料・保険料・各種税



1991 年(平成３年)６月５日

6月７日～９日に開催

松
戸
市
は
、
市
民
生
活
に
役

立
つ

地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
通
じ
て
、
よ
り
豊
か
で

便

利
な
情
報
化
都
市
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

こ
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
最
新
の
情
報

機
器
を
用
い
て
情
報
を
や
り
と

り
を
す
る
生
活
の
場
に

、
親
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の

で

す
。

簡
単
な
操
作
で

、
い
ろ
い
ろ

な
生
活
情
報
を
見
た
り
、
聞
い

た
り
、
直
接
体
験
で

き
る
コ
ー

ナ

ー
な
ど
も
設
け
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
情
報
機
器
は
難

し
く
て
分
か
り
づ
ら
い
と
敬
遠

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

一
度
「
情

報
化
都
市
ま
つ
ど
」
を
体
験

し
て
く
だ
さ
い

。

日
時
…
６

月
７
日
廁
～
９
日

㈲
午
前
1
1
時
～
午
後
４
時

会
場
…

①
松
戸
駅
西
口
公

園

広
場
（
メ

ー
ン
会
場
）
②
松
戸
駅

西
ロ
デ
ッ
キ
「
か
ら
く
り
時
計

夢
飛
行
」
前
（
サ
ブ
会
場
）

蠢
企
画
課
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
推

進
室

パソコン好きな 子どもたち

フ ェ ステ ィバル での 催 し物

D 未来 型 パソ コ ン 通 信コ ー ナ ー

カラーの画像でパソコン通信をしてみよう ／文化 情

報(催し物、旅行、スポーツ、映画などを案内)、買い物

情報、不用品交換情報、交通情報、会社案内情報など

ｔ Ｃ Ａ Ｔ Ｖ(有 線テ レ ビ) コ ー ナー

衛星放送で、世界中の情報を即時に放送する都市型

ＣＡＴＶ(有線テレビ)を展示

D 既 存 型 パ ソコ ン 通 信コ ー ナ ー

現在通信サービ スを行っているネット ワークと結ん

で、全国の最新情報をその場で活用

l〉行 政 体向 けソ フト コ ー ナ ー

松戸市が開発し、現在稼働しているシステムを展示

l〉お た のし み 情報 横 町コ ーナ ー

みなさんが実際に操作し、楽しめるたくさんのゲー

ムのほが、楽しい催しを用意。メーン会場とサブ会

場とを回線で結んだパソコンによる囲碁や将棋の対

局もあり ます

C〉ク イ ズ･ アン ケ ート コ ー ナ ー

｢わがまちまつどクイズ｣に挑戦してみませんか？

すてきな賞品も用意してあり ます、フェスティバル

のアンケートにもご協力を

サフ 会場では、メーン会場の案内のほかパソコン によ

る囲碁や将棋の対局を行います。

豪荒天の場合は中止となります。

市長の窓

去
る
５

月
2
7日
・
2
8日
の

両
日
に
わ
た
り
、
千
葉
市
の

幕
張
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、
全

国
市
長
会
関
東
支
部
の
役
員

会
・
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

全
国
に
は
、
大
阪
・
横
浜

な
ど
の
大
都
市
か
ら
過
疎
地

の
人
口
三
万
人
ほ
ど
の
小
都

市
を
含
め
ま
す
と
、
現
在
六

百
五
十
六
の
市

が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
全
国
に
は
六

百
五
十
六
人
の
市
長
が
い

る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
衆
参

両
院
の
国
会
議
員
の
総
数
よ

り
も
、
お
よ
そ
百
人
ほ
ど
少

な
い
数
で

す
。

ち
な
み
に
全
国
市
長
会
は
、

各
地
方
の
意
向
を
よ
り
よ
く

反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
北
海

道
・
東
北
・
関
東
・
北
信
越

・
東
海
・
近
畿
・
中
国
・
四

国
・
九
州
の
各
支
部
に
わ
か

れ
て
い
ま

す
。

関
東
支
部
に
は
、
山
梨
県

も
含
ま
れ
る
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
市
の
数
は
全
部

で
百
六
十
四

あ
り
、
各
支
部

の
中
で

最
も
大
き
な
支
部
で

す
。私

は
冒
頭
に
述

べ
た
関
東

支
部
の
総
会
に
お
い
て

、
支

部
長
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

八
年
前
に

も
関
東
支
部
長

を
務
め
て

お
り
ま
す
の
で

、

今
回
は
二
度
目
の
奉
仕
と

な

り
ま
す
。
関
東
支
部
の
現
職

の
市
長
の
中
で

支
部
長
を
二

度
も
務
め
る
の
は
、
私
だ
け

と
な
り
ま
し
た

。

大
へ
ん
な
役
目
で
あ
り
、

い
よ
い
よ
多
忙
と

な
り
ま
す

が
、
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
し

、
何
か
と
松
戸
市
の

行
政
の
上
で

プ
ラ
ス
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
に
し
た
わ
け
で

す
。

例
え

ば
、
関
東
支
部
長
に

な
れ
ば
恐
ら
く
、

国
有
財
産

の
払
い
下

げ
を
審
議
す
る
関

東
地
区
の
審
議
会
の
委
員
に

任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

し

ょ
う
。

市
で
は
目
下

、
高
塚
の

国

立
松
戸
病
院
や
千
葉
大
園
芸

学
部
の
農
場
の

移
転
後
の

跡

地
を
、
国
か
ら

払
い
下
げ
ら

れ
る
よ
う
運
動

を
続
け
て

お

り
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て

発
言
す
る
機
会
も
あ
る
の

で

は
な
い
か
、
そ
し
て

何
か

プ
ラ
ス
と
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
地
方
の
時
代
と
言

わ
れ
ま
す
。
住
民
と
直
結
し

て
い

る
の
は
、
各
地
方
の
自

治
体
で
あ
り
、
市
町
村
が
一

番
よ
く
住
民
の

意
向
を
把
握

し
、
行
政
に
反

映
で
き
る
立

場
に
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
実
行
に
移
す
た
め

に
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
方

自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
権

限
を
拡
大
し
、
か
つ
地
方
財

政
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

全
国
市
長
会
は
、
こ
の
よ

う
な
観
点
に
立
っ
て
、
各
支

部
の
意
向
と
特
徴
を
反
映
し

つ
つ

、
政
府
や
国
会
に
働
き

か
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

私
は
、
千
葉
県
二
十
九
市

の
市
長
会
の
会
長
で
も
あ
り
、

い
よ
い
よ
多
忙
に

な
る
で
し

ょ
う
が
、
地
方
自
治
の
確
立

の
た
め

、
松
戸
市
の
た
め
、

が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
「
市
政
ひ
と
す

じ
」
そ
れ
を
信
念
と
し
て
働

い
て

き
た

、
私
の

役
目
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。

再
び
全
国
市
長
会
関
東
支
部
長
と
な
る

宮
間
満
寿
雄

全国市長会関東支部 総会での市長

快
適
な
住
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う

ご
存
じ
で
す
か
建
築
協
定

建
物
を
建
て

る
場
合
、
建
築

基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

こ
の
基
準
は
、
だ
れ
も
が
守
る

べ
き
最
低
限
の
街
づ
く
り
の
ル

ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

従
っ
て

、
基
準

に
合
っ
て
い

る
建
物
で

も
、
日
照
・
通
風
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
に
つ
い
て

問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

例
え

ば
、
図
の
よ

う
に
建
築

基
準
法
を
守
っ
て

い
て
も
、
日

照
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。

建
築
基
準
法
で

は
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
、

住
み
良
い
街

づ
く
り
を
進
め
る

手
段
の
一
つ
と
し
て

、

『
建

築

協
定
』

と
い

う
制
度
を
定
め
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は

、
土
地
・
建
物

の
所
有
者
な
ど
の
全
員
の
合
意

に
よ

っ
て

、
地
域
の
皆
さ
ん

が

自
主
的
に
建
築
基
準
法
の
基
準

よ

り
も
厳
し
い
ル

ー
ル
を
定
め
、

そ
れ
を
自
ら
運
営
し
て

い
く
制

度
で

す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

建
築
協
定
の
概
要
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

卜
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の

住
み
良
い
街
づ
く
り
に

、

ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ

さ
い
。

鬩
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

第１種住居専用地域の例

今

し
な

や

か

に

の

び

や

か

に

女
性
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
（
四
回
続
け
て

参
加
で
き
る

人
）費

用
・・・
無
料

定
員
・：
先
着
六
十
人
（
保
育

・
手
話
通
訳
あ
り
。
保
育
は
二

歳
以
上
十
人
ま
で

）

匣
６

月
1
0日
興
〔
当
日
消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
女
性
セ

ミ
ナ
ー
参
加
希
望
、
保
育
希
望

者
は
子
供
の
名
前
・
年
齢
を
明

記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
―
五
松
戸
市
役
所
婦
人
担

当
室
へ
（
電
話
で
の
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
）

昨年 のセミ ナーから

期 日 内 容 会場 時間

6/13 困
｢子どもとむきあう｣

詩人･滝いく子氏
市民
劇場
会議
室 午死

時
土

午

20(木)
｢家から一歩でるとき｣
ノンフィクション作家･向井承子氏

７／２㈲
｢自分らしさの発見｣

心理カウンセラー･平川和子氏

９図
｢女性たちのつながりを求めて｣

心理カウンセラー･平川和子氏

歯
を
大
切
に

あ
ご
関
節
症
（

あ
ご

が
痛
い

）

ど
ん
な
病
気

・
あ
ご
を
動
か
す
と
両
耳
の

下
の
関
節
が
痛
い

Ｉ
あ
ご
を
動
か
す
と
関
節
が

コ

リ
コ

リ
す
る
感
じ
が
あ

っ
た
り
、
他
人
で
も
分
か

る
よ
う
な
ガ
ク
ガ
ク
と
い

う
音
が
す
る

・
あ

ご
の
動
き
が
制
限
さ
れ

て
、
左
右
に
ゆ
ら
い
だ
り
、

囗
が
十
分
開
か
な
く
な
っ

た
り
す
る

・
あ

ご
の

関
節
部
は
腫
れ
も

発
赤
も
な
い

・
熱
も
無
い

こ
れ
ら
の

症
状
が
あ
る
場

合
を
あ
ご
関
節
症
と

呼
び
、

最
近
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
片
側
の
こ
と
も
、

両
側
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

突
発
的
に
発
症
す
る
場
合

は
、
あ
ご
の
関
節
痛
か
ら
始

ま
り
、
慢
性
的
な
場
合
は
関

節
雑
音
が
先
行
し
ま
す
。

原

因

不

正

校

合

の

た

め

異

常

な

噛

み

合

わ

せ

を

し

て

い

る

う

ち

に

あ

ご

関

節

が

炎

症

を

起

こ

し

た

り

、

変

形

し

た

り

す

る

場

合

が

大

半

で

す

。

不

正

校

合

を

起

こ

す

原

因

と

し

て

は

、

食

生

活

の

軟

食

化

か

あ

げ

ら

れ

、

あ

ご

の

発
育
が
悪
く
な
り
、
従
っ
て

歯
並
び
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
物
を
噛
む

バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
正
し
い
噛
み
合
わ

せ

が
維
持
出

来
な
い
で
い
る

と
か
、
歯
周
病
に
か
か
る
人

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
精

神
的
な
ス

ト
レ
ス
か
ら
歯
を

く
い
し
ぱ
り
、
歯

ぎ
し
り
を

し

、
咀
し

や
く
筋
や
そ
の
周

囲
の
筋
肉
痛
を
主
と
す
る
、

あ
ご
関
節
症
も
あ
り
ま
す
。

治

療

・
不
正
校
合
が
あ
れ
ば
治
療

す
る
。
歯
並
び
の
矯
正
・

む
し
歯
や
歯
周
病
の
処
置

・
抜
歯
し
た
あ
と
は
き
ち

ん
と
噛
め

る
よ
う
に
す
る

な
ど

・

智
歯
周
囲
炎
が
あ
れ
ば
治

療
す
る

Ｉ
ス
ト
レ
ス

を
上
手
に
解
消

す
る

・
慢
性
型
の
あ
ご
関
節
症
も

早
め
に

治
療
す
る

・
気
長
に
治
療
を
続
け
る

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

歯 の衛 生 週間

（６月４日～10日）

情報化都市まつど

フェスティバル



第 ７５６ 号

平成２年度
下 半 期財政事情の公表

(平成２年10月１日～３年３月31日)

工事中の（仮称）松戸市立郷土博物館

平
成
２
年
度
下
半
期
（
平
成
２
年
1
0月
１
日
～
３

年
３
月
3
1日
）
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

２
年
度
は
、
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
「
松
戸
わ

が
ま
ち
プ
ラ
ン
」
の
二
年
度
目
に
当
た
り
ま
す
。
今

後
も
限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
、
諸
施
策

の
達
成
に
努
力
し
ま
す
。

特別会計予算の執行状況 表②

(単位：干円)

会 計 名 予算現額 収入済額 収入率(％) 支出済額 執行率( ％)

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 14,652,840 12,901,380 88.0 12,494,234 85.3

松 戸 競 輪
特 別 会 計 13,899,309 14,340,667 103.2 13,611,388 97.9

下 水 道 事 槃

特 別 会 計 (1,618,466)
13,488,866

(1,613,926)
7,533,368

(99.7)
55.8

(1,618,466)
ア,917,521

(100.0)
58.7

公設地方卸売市場事業

特 別 会 計 437,107 441,571 101.0 405,498 92.8

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計 10,440,115 8,76∠5,212 83.9 8,602,162 82.4

駐 車 場 事 業

特 別 会 計 373,969 385,789 103.2 343,207 91.8

合 計 (1,618,466)
53,292,206

(1,613,926)
44,366,987

(99.Z)
83.3

(1,618,466)
43､374,010

(100.0)
肛4

（）内は繰越分

表③
企業会計予算の
執 行 状 況

つ 予算現額

口 収入済額または支出済額

○収入額が支出額に不足する額は、

部留保資金で補てんします。

建設が始 まった（仮称）松戸市文化会館（平成５年完成予定）

第
４
次
総
合
５
か
年
計
画
の
達
成
を
め
ざ
し
て

予
算
の
執
行
状
況

平
成
２
年
度
の
最
終
予
算
額

は
、
九
百
七
十
億
四
千
六
百
六

十
七
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
八
百
五

十
三
億
円
で
し
た

が
、
そ
の
後
四
回
の
補
正

を
行

い
、
百
十
七
億
四
千
六
百
六
十

七
万
四
千
円

を
追
加
し
た
も
の

で
す

〔
一
般
会
計
予
算
の
執
行

状
況
〔
①
〕
参
照
）
。

予
算
額
に
対
し
、
平

成
３
年

３
月
3
1日
現
在
の
収
入

済
額
は
、

八
百
二
十
五
億
八
千
六
百
一
万

三
千
円
。
収
入
率
は
八
五
・
一

％
で

す
。
一
方
、
支
出

済
額
は
、

七
百

九
十
三
億
二
千
八
百
八
十

万
八
千
円
。
執
行
率
は
、
八
一

・
七
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
時
的
な
支
払
資
金
の
不
足

に
つ
い
て
は
、財
政
調
整
基
金
な

ど
で
繰
り
替
え
て
い
ま

す
が
、

５
月
末
日
ま
で
に
は
、
不
足
す

る
金
額
に
見
合
う
収
入

が
あ
り

ま
す
の
で
、
不
足
額
は
補
て

ん

さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ

か
五
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
に
つ
い
て

は
、
特
別
会
計
予

算
の
執
行
状
況

（
表

②
）
の
と

お
り
で
す
。

病
院
事
業
会
計
ほ
か
二
企
業

会
計
に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計

予
算
の
執
行
状
況
（
表
③
）
の

と
お
り
で
す
。
各
企
業
と
も
健

全
な
公
営
企

業
の
経
営
に
努
め

て
い
ま
す
。

な
お
、
収
入
額
が
支
出
額
に

不
足
す
る
額
は
、
内
部
留
保
資

金
で

補
て
ん
し
ま
す
。

一般会計予算の執行状況 表①

(単位：千円)

歳入

○（ ）内は、収入済額または支出済額です。

Ｏ一時的な 支払資金の不足 については、財 政

調整基金等を繰替使用し ています。

歳出

床
下

薬

剤
散
布

日

程
（
雨

天

延

期
分

）

２
月
４

日
～
５
月
2
4日
の
間

に

、
薬
剤
散
布
が
延
期
に

な
っ

た
町
会
・
自
治
会
に
つ
い
て
は
、

次
の
日
程
で

実
施
し

ま
す
。

蠢

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

日程表（）は午後に実施

期 日 町会・自治会

6/24'目 稔台第8･第9･(稔台第7)

26團 栄叨3丁目･4丁目･5丁目

2腟 大谷口・ゆうかり

7/1(1月) 南新松戸

３團 中金杉・殿平賀南

豪当日 雨天延期の場合には､ 翌日に実施し ます。

干

葉
県

の
卓

越
し

た
技

能
者

の

推
薦

を

対

象

①
県
内
で
就
業
ま
た
は

事
業
所
を
営
ん
で
い
る
②
十
五

年
以
上
の
経
験
を
有
し
、
満
三
十

五
歳
以
上
③
県
内
の
業
界
で
第
一

人
者
と
目
さ
れ
て
い
る
④
技
能

者
の
育
成
に

寄
与
ま
た
は
他
の

技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

人
で
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
た
こ
と
の
な
い
人

圃
６

月
2
9日
出
ま
で
に

市
商
工

課
へ

體
県
商
工
労
働
部
職
業
能
力
開

発
翼
1
0
4
7
2

－
2
3－
2
7

5
4

番

身
近

な

環
境

を
大

切
に

６
月
は
、
千
葉
県
の
環
境
月

間
で
す
。
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ

と
し
た
工

夫
が
、
よ
り
良
い
環

境
に
つ

な
が
り
ま
す
。

通
勤
・
通
学
や
不
要
不
急
の

マ
イ
カ
ー
使
用
を
控
え
て

、
自

動
車
公

害
防
止
に
ご
協
力
を
。

ク
ー
ラ

ー
や
給
湯
器
の
騒
音

に
よ

る
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
低
騒
音
型
機
器
を
使
用

し
た
り

、
設
置
場
所
を
工

夫
す

る
な
ど
し
ま
し

ょ
う
。

河
川
や
大
気
の
浄
化
に

も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蠢
公
害
課
公
害
対
策
係

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付

日

時

６

月
1
4
日

廁

午

前

９

時
～

午

後
３

時
と
1
5
日

出

午

前
９

時

～

１１
一
時

抽

選

・

販

売

日

時

６

月
1
5
日

出

午

前
ｎ
一
時
か

ら

会

揚

生
き

が
い

福

祉

セ
ン

タ

ー

（
金

ヶ

作
二

七

七
レ

四

）

台

数

・

価

格

三

十

台

・

一
台

五

千
円

～

一
万

一

千

円

交

通

五

香

駅

東

口
か

ら

新

京

成

バ
ス

「
小

新

山

行
き

」
で

、

新
栄

町

入

口
下

車

（
五

香

駅

午
前

９

時

1
9分

・
4
8
分

、
1
0
時
1
7
分

発

が

あ

り

ま

す
）

″

抽

選
日

当

日

（
1
5
日

）

は

、

五

香
駅

東

口

午

前
1
0
時

発

の

事

業
団

マ
イ

ク

ロ

バ
ス

を

運

行
し

ま

す

（

迎
え

の

み

）
。

駐
車

場

が

あ

り

ま
せ

ん
の

で

車
で

の

来

場
は

ご
遠

慮

く

だ

さ
い

。

黷

生
き

が
い

福
祉

事

業

団
四
8
4

－
3
1
9
1

番

戦

跡

慰

霊

巡

拝

国
で

は

、
毎

年

戦
没

者

遺

族

を

対

象
と

し

た

戦

跡
慰

霊

巡

拝

を

行

っ
て

い

ま

す

。

地 域 実施時期 概算経費

ソ連墓参 ８月上旬 33万円

東部ニューギニア ９月中旬 46万円

インド ネシフフ 10月下旬 50万円

インド ４年1 月下旬 35万円

中部太平洋 ２月中旬

23万円(マリアナ)

3恆 円(パ ラ オ)

3(〕万円(トラック)

フィリピン ３月上旬 23万円

対
象
・
＝
①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を

行
ラ
戦
域
の
戦
没
者
の
遺
族
（
配

偶
者
・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
）

で
あ
る
こ
と
②
健
康
で
あ
る
こ

と
③
原
則
と
し
て
七
十
五
歳
以

下
で

あ
る
こ
と

補
助
・：

参
加
者
に

は
、
国
と

県
か
ら
経
費
の
三
分
の

一
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

蠢

援
護
課
社
会
係



1991 年( 平 成３年) ６ 月５ 日

市
税
の
住
民
負
担
状
況

皆
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ
い

た
市
税
を
、
市
民
一
人
当
た
り
、

ま
た
一
世
帯
当
た
り
に
換
算
し

た
も
の

が
、
市
税
の
住
民
負
担

状
況

（
表

④
）
で

す
（
平
成
３

年
３

月
3
1日
現
在
）
。

一
人
当
た
り
十
三
万
一
千
五

百
二
十
円
、
一
世
帯
当
た
り
三

十
六
万
五
千
三
百
五
十
一
円
に

な
り
ま
し
た
。

市税の住民負担状況 表④

市有財産

の現在高
卜 一世帯当たり 一人当たり

市 民 税 238,049円 85,693円

固定資産税 89,13∠1円 32,087円

都市計画税 16,997円 6,119円

そ の 他 21,171円 7,621円

合 計 365,351円 131,520円

市
の
財
産
に
は
、
土
地
や
建

物
の
ほ
か
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
資
金
を
積
み
立
て

た
り
、

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に

設
け
た
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
３
年
３
月
末
の
主
な
財
産

の
現
在
高
は
、
表
⑤
の
と
お
り

で
す
。

市有財産の現在高 表⑥

１ 基 金

(剛財 政調 整基 金5,489,30 ∠1千 円

(２)国民 年 金印 紙購 入基 金8,500 千円

図 土 地開 発基 金4,800,000 干 円

圖 学 童災 害共 済基 金9,079 干円

(回松 本清奨 学 基金50,000 千円

(６)高額 療養 費 貸付 基金15,()00 干円 ・

(フ)国民 健康 保険 事業 財 政調 整基 金ｱ40,000 干円

日 福祉 基金181,178 干円

Ｍ 美術 品等 取 得基 金410,000 千円

叫〕白井 聖地 公 園基 金28,685 干円 ｜

(11)文化 施設 建 設基 金5,526,184 干円 ｜

(12)市債 管理 基金900,000 干円

２有価証券及び出資による権利1,591,32千円

３ 土 地 及 び 建 物

(1)土地2,753,299.29nf( うち土地開発基金3,Ｗ.03nT)

圀 建物ｱ88,130.89｢n'

４ 車 両 総台 数40 〔〕台

乗 用車24 台 貨 物 車121 台 消防 車71 台

救急 車10 台 軽自 動 車93 台 そ の他81 台

競輪事業収益金の使途状況

民 生 費 100,000千円

土 木 費 フOﾌ,000 千円

教 育 費 100,000 干円

合 計 90ﾌ,000 千円

竹
月
に
オ
ー
ブ
ン
予
定
の
歴
史
公
園

地方債の現在高 表⑥
地
方
債
の
現
在
高

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
要
望
に

こ
た
え
る
た
め
、
市
は
、
教
育

・
土
木
・
社
会
福
祉
・
衛
生
・

消
防
な
ど
各
種
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
通
常
市

民
の

皆
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ

く
地
方
税
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
な
ど
、
そ
の

年
度
内
の
収

入
で
賄
わ
れ
ま
す
。

し
か
し

、
事
業
の

効
果
が
後

世
に
も
及
ぶ
た
め
、
将
来
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
そ
の
負
担
を

し
て
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
、
税

の
負
担
の
公
平
が
は
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
は
、
国
や
銀
行
か

ら
長
期
で
返
済
す
る
資
金
を
借

り
て

、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の

借
り
入
れ
金
の
残
高
は

、

地

方
債
の
現
在
高
（
表
⑥
）
の

と
お
り
で

す
。

一
般
会
計
が
五
百
六
十
四
億

八
千
二
百
九
十
五
万

三
千
円

、

そ
の
ほ
か
特
別
会
計
・
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
合
計
金
額
は
、

九
百
三
十
六
億
五
千
三
百
二
十

四
万
三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地

方
債
の
適
正

な
導

入
と
同
時
に

、
将
来
の

財
政
負

担
を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
地

方
債
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

蠢

財
政
課

市民会館
期 日 内 容 開演時間

6/8(土) チャリティ音楽会 横井久美子コンサート の夕べ☆ 18:30

９(日) 小金高校ＯＢ吹奏楽団 ポップスコンサート 15:00

13困 音協 金子由香利リサイタル91☆ 18二30

恨日） 本間祥公ダンスバレエアカデミーバレエ発表会 休30

22出 第14回松戸民謡協会民謡民舞大会 10:00

29山 朗読劇｢この子たちの夏｣☆( 前売り制) 18:30

30(日) おけさ民謡まつり ☆ 12:30

ｱ/4 困 演劇「 坂本龍馬」☆（前売り制） 17:30

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です。

黯市民会館S68-1237 ～9番

市民劇場

期 日 内 容 開演予定時間

6/7R 心と健康を自然に学ぶ会 ☆ 10二C}0

８山 ピアノ発表会 13:30

９(日) カンツォーネ･シャンソンコンサート 18:00

12C水） 健康カラオケ大会 ☆ 19:00

14愬 中央学院大ジャズ研究部コンサート 18:00

15(二L)松戸名人会 13:30

恨日）

ピアノ発表会

18 韶

19伽 18:30

22(土) 9二30

23(日) ピアノ・エレクトーン発表会 12:30

27困

～29(土)
西鶴噺芝居仕立 ☆ 14:00

30(日)
ピアノ・エレクトーン発表会

フルート・ピアノ発表会

12:〔)(〕

IZ:45

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です。

黷市民劇場S68-0070 番

j松戸鈬市民ギ帯うリ¬

期間 ６月14日圀まで ６月15日(土)～29日出 ６月30日(日)～７月12日圀

東
ギ
ャ
ラ
リ
｜

百 星 会

服 刻 展

土曜スケッチ会

第3 回淡彩スケッチ展 市 主 催 事 業

｢松戸 市美 術 展

受 賞 作 品 展｣

西ギヤ
ラ
リ１

あとりえデシモーネ

第1ロステンドグラス

作 品 展

松戸手をつなぐ親の会

工房「どんぐり」

作 品 展

黷社会教育課成人教育係

文化ホールギャラリニ

期 間 内 容

6/9 旧)まで 金曜デッサン会展

6/14R まで 第11回松戸・東葛地区高校美術展

6/18W ～30(日) 第26回松戸市美術展

休 館 日…月曜日・祝日・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更もあり ます)

残文化ホール容67-7810 番

おはなしキャラバン

入場無料・３～９歳くらいが対象

黯市立図書館065 ―5115番

期 日 時 間 会 場

6/19C 水)
午後３時

Ｓ

４時

図書館本館

2肺 馬橋東市民センター

27困 常盤平市民センター

7/5R 新松戸市民センター

でんわおはなしキャラバン(テレホンサービス)S63 ―9999番

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

早

期
退
治
を

自

分
で

駆

除

す

る
人

に
は

、

防

除

器
具

と

薬

剤
を

無

料
で

貸

与

・

交
付

し

ま

す
。

匣

印
鑑

を

持

参
の

う

え

直

接
農

政

課
へ

五

片
以
上

の

樹
木

の

た
め

家

庭
で

駆

除
で

き

な
い

場

合
に

は

町

会

・
自

治

会
か

ら

の

申
し

込

み

で

薬

剤

散

布

を
行

い

ま
す

。

期
間

①
６

月
2
0
日

團
～

７

月

3
1日

困

②
８

月
2
0
日

㈹
～

９

月

1
0日

㈹

受

付
日

①
６

月
1
0
日

側
か

ら

②
８

月
1
2
日

囲

か
ら

蠢

農

政
課

指

導

係

ゆ

う

か

り

学

園

電

話

相

談

ゆ
う

か

り

学

園
で

は

、
就

学

前
の

発

達
に

つ

ま
づ

き

や
、

さ

ま

ざ
ま

な

遅

れ

を
持

っ

た
お

子

さ
ん

の

状

態
に

合
わ
せ

て

、

対

人

関

係
や

遊

び

を
育
て

、
生

活

面

の

自

立

を

う

な
が

す

援
助

を

し

て

い

ま

す

。

相
談
日
毎
月
第
一
・
三
土
曜

日

、
午

前
９

時
3
0
分
～

１１
一
時
3
0

分黷

ゆ

う

か

り

学
園

｀
4
2－
1
3

0
8

番

県

立

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

体

育

館

が

柏

市

内

に

オ

ー

プ

ン

柏

市

内
の

県

立

柏
の

葉

公

園

内

に

、

地
域

住

民
の

た
め

の

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
体
育
館
が
６
月

６

日

困

に

オ

ー

プ
ン

し

ま

す
。

施
設
内
容
ア
リ
ー
ナ
・
ト
レ

ー
ニ

ン

グ
室

な

ど

利

用

料

金

ア
リ
ー
ナ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

と

も

に

①
一

般
＝

百

円

②
小

・

中

高

生
＝

五

十

円

（

一
人

一

時

間

当

た

り
）

利
用

時

間

午

前

９

時
～

午
後
９

時

交

通

①
柏

駅
西

口

下

車

、
東

武

バ
ス
「
柏
の

葉
公

園

行

き

」
で
1
5
分

、
西

校
前

ま

た
は

三

井

住

宅
前

下

車

蠢

柏
の

葉

公

園

管
理

事

務

所
合

〇
4
7
1
1
3
4
1
3
5
0
0

番

し

尿
処

理
手

数
料

の
納

入
通

知

書
は

属
き

ま
し

た
か

平
成
３

年
度
の

納
入
通
知
書

を
、
５
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し

た
。
３

年
度
分
の
手
数
料
納
期

限
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
納

期
限
内
の
納
入
に

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

手
数
料
の
納
付
は

、
便
利
で

安
全
確
実
な
口
座
振
替
を

ご
利

用
く
だ
さ
い
。

区分 期別 納 期 限

人

頭

制

第1 期 平成３年７月１日

第２期 平成３年９月30日

第３期 平成4 年1 月６日

第４期 平成４年３月31日

従量制 月単位 くみとり作業月の翌月末

蠢

清
掃
第
２

課
料
金
係

季
節
（

中
元

）
資

金
の

ご
利

用

を卜 県 の 制 度 市 の 制 度

融資限度額
中小企業者800万円以内

組合1,2oo: 万円以内
100万円以内

利 率
６％以内(保証協会付)

6.5% 以内(保証なし)

6 ％

(3.2％の利子補給有り)

期 間 ５ヵ月以内 ６ヵ月以内

償 還 万 法 割賦償還または一括償還

申 込 期 限 ７月31日團まで

雋
商
工

課
（

市
の

制
度

）
、
商
工

会

議

所

一`
6
4
1
3
1
1
1

番

（
県

の

制

度
）

移
動
暴

力

相
談

所
を

開
設

６

月
1
3日
團
午
前
1
0時
～
午

後
４
時

会
場
東
葛
飾
支
庁
示

根
本
七
）

蠢
魴
千
葉
県
暴
力
団

追
放
県
民

会
議
事
務
局｛
1
0
4
7
2
1
5
4

1
8
9
3
0

番



第７５６号

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。
催

し

物

松
戸

市
美

術
展

６
月
1
8日
㈹
～
3
0日
収

午
前

1
0時
～
午
後
６
時
（
2
4日
収
は

休
館
、

最
終
日
は
午
後
４
時
ま

で

）

会
場
文
化
ホ
ー
ル

内

容
日
本
画
、
洋
画

、
彫
塑

費

用

無
料

商
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

矢

切
公
民

館
名

画
劇

場

６
月
2
3日
㈲
午
後
１
時
3
0分

か
ら

会
場
矢
切
公

民
館

内

容
「
忍
ぶ
川
」

対
象
市
内
在

住
・
在
勤
者
先
着
百
七
十
人

費
用
無
料

圃
直
接
窓
口
か
電
話
で
矢
切
公

民
館｛
1
6
8－
1
2
1
4

番
へ

矢

切

公

民

館

サ

ロ

ン

コ

ン

サ

ー
ト
６
月
2
1
日

廊

午

後
ｏ

時
1
5
分

～
4
5
分

会

場

総

合
福

祉

会
館

一

階

ロ

ビ
ー

出

演

東

唱

会

・

消

防
音

楽

隊

費
用

無

料

蠢

矢

切
公

民

館

四
6
8－
1
2
1

4
番

よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ー
ポ

ッ
プ

ス

コ

ン

サ

ー
ト
６

月
９

日

㈲

午

後
３

時

開

演

会
場

市

民

会
館

費
用

無

料

崑

八

嶋

四
6
9
j
1
4
7
0

番

朗

読

劇

・
こ

の

子

た

ち

の

夏

（
地

人

会

公

演

）

６

月
2
9
日

出

午

後
６

時
3
0
分

開

演

会

場
市

民

会
館

費

用

千
五

百

円

頽

三

成

｀
6
1
1
1
8
4
2

番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

６

月

１９
一
日

出

午

後
６

時

開

場

会
場

市

民

劇
場

費
用

千

円

茴
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
｛
1
4
1－
3
6
2
3

番

と
も
し
ひ
読
書
会

６

月
2
0日
困
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
「
碾
臼
」
Ｍ
・
ト
ラ
ブ
ル
著

費
用
五
百
円

（
初
回
は
無
料
）

惠

電
話
で
山
田

四
8
5
1
0
6
0

7
番
へ

父
豚
（
ふ

と
ん

）
会

６

月
1
6日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
５

時

会
場
六
実
第
二
公
園

内
容
親
子
で
遊

び
、
お
や
つ
に

豚
汁
を
食
べ
る
（
弁
当
・
豚
汁

の
具
・

お
わ
ん
持
参
）

対
象

市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
親

定
員
先
着
三
十
人

費
用
三
百

五
十
円
（
保
険
料
な
ど
）

惠
６

月
９
日
旧
ま
で
に
、
電
話

で
か

っ
は
組
・
相
田

一`
4
4－
5

8
3
9

番
へ

市
内

高
校

硬
式

野
球

親
善

試

合
６
月
８
日
出
の
午
後
２

時
、

６
月
９
日

収
・
1
5日
出
の

午
前

８
時
3
0分
試

合
開
始

会
場
運

動
公
園
野
球
場

熈
松
戸
市
体
育
協
会
6
9
－
2

0
3
0
番

高

齢
者
体

操

教
室

６
月
1
9日
～
９
月
1
8日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
前
９
時
～
幵一
時

会
揚
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
で
五
十
歳
以
上

の
人
先
着
四
十
人

費
用
無
料

匣
６
月
６
日
團
午
前
９

時
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
課
(

ｆｔ
6
3－
9
2
4

1
番
）
窓
口
で

勤
労
者

体
操

教
室

６
月
2
5日
～
９
月
３
日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

会
場
中
部
小
体
育
館

対
象
市

内
在
住
の
勤
労
者
先
着
五

十
人

費
用
無
料

匣
６
月
６
日
閑
午
前
９

時
か
ら

ス

ポ
ー
ツ
課
(
0
6
3－
9
2
4

1
番
）
窓
口
で

ス
ポ
ー
ツ

の

ぞ
み
学

園

作
品
展

示

即
売

会

６
月
1
8日

㈹
～
2
0日
團
の
午

前
９

時
～
午
後
４
時
3
0分

会

場
市

役
所
本
館
と
新
館
の
一
階

連
絡
通
路

内
容
縫
製
・
陶
芸
・

木
彫
り
約
千
点

蠢
の

ぞ
み
学
園
｀
6
8－
1
6
3

2
番

喜
楽

家

ボ
ロ
市

６
月
1
6日

㈲
正
午
～
午
後
２

時
会
揚
喜
楽
家
内
容
衣
類

の
バ
ザ
ー

※
物
品
の
提
供
や
、
当
日
の
お

手
伝
い
に

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

蠢
喜
楽
家
（
馬

橋
二
九
八
六
）

｛
芯
一－
9
9
5
1

番
（
1
0日
囲

は
除
く
）

な

ぎ
な

た
一
日

教

室

６
月
1
5日
出

午
後
６

時
3
0分

～
８

時

会
揚
新
松
戸
西
小
体

育
館

対
象
青
少
年
と
家
庭
婦

人

費
用
無
料

圉

電
話
で
松
戸
市
な

ぎ
な
た
連

盟
・
野
口
｛
1
4
5－
0
4
1
0

番

へ市

民

テ
ニ

ス
ダ
ブ

ル
ス

大
会

①
７
月
2
1日
・
2
8日
②
９
月

―
日
・
８
日

の
各
日
曜
日

、
午

前
８

時
4
0分
集
合

会
場
栗

ヶ

沢
公

園
庭
球
場

対

象
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
・
ク
ラ
ブ
員

種
目
①
一
般
男
子
②
一
般
女
子
・

壮
年

費
用
一
組
千
五
百
円

圃
６
月
2
0日
團
ま
で
に
、
所
定

の
申
し
込
み

用
紙
で
、
〒
2
7
0
松

戸
市
新
松
戸

六
上
（

九
サ
ン
ラ

イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
弐
番
街
Ａ
ー

九
〇
九
・
竹
内
実
へ

蠢
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木

四
4
8－
6
7
8
4

番

松

戸

市

母

親

大

会

６

月
1
6
日
面

午
前
1
0
時
～

午

後
４

時
3
0
分

会

場
婦

人

会
館

と

勤

労

会
館

の

二
ヵ

所

内

容

記

念

講
演

「
子

ど

も
の

権
利

条

約

と

は
」
立
正

大

学

助

教
授
・
喜

多

明

人
氏

、
分

科
会

あ

り

費

用

参

加

費
四

百
円

黯

松

戸

市
母

親

大
会

実

行

委

員

会

一`
8
8－

8
6
3
6

番

松

戸

西

子

ど

も

劇

場

特

別

例

会

６

月
1
1
1
1

一
日

㈹

午

後
５

時
3
0
分

か

ら

会

場
市

民
会

館

費
用

当

日

券
二

千

五
百

円

内

容
「
夢

見

の

ち

ゃ
ら

平

」
劇

団

う

り
ん

こ黯

松

戸
西

子

ど

も
劇

場

｀
6
1－

1
6
0
6

番

夏

季

市

民

野

球

大

会

主

将

会

議

６

月
2
2
日

出

午

後
５

時

か
ら

会

場

運

動
公

園

武

道
館

会

議
室

対

象

春
の

大
会

一

回

戦
敗

戦

・

新

規

加
入

チ

ー

ム
の

主
将

費

用

春

の

大
会

一

回

戦

＝
一
万

円

新

規

加
入

＝
一
万

五

千

円

（
当

日

参

加

費
納

入

）

黷

松

戸

市
野

球

協

会

・
高

野

｀

4
1－
9
6
4
3

番

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

６

月
1
8
日

㈹

午

前
９

時

か

ら

会

揚

運

動
公

園

体

育
館

対

象

市

内

在

住

・
在

勤
の

家
庭

婦
人

費

用

一
人

四

百

円

種

目

ラ
ン

ク
別

ダ

ブ
ル

ス

惠

６

月
１１
一
日

㈹

午

前
1
0
時

か
ら

運
動

公

園
会

議

室
で

行

う

組
み

合

わ

せ

会

議
で

受
け

付

け

蠢

西

村

｀
4
5－
0
9
8
8

番

６

月
は
ま
ち
づ
く
り
月
間

県

民
の
日

・

健
康
で

明

る
い

県
民

づ
く
り

運
動

６

月
1
5日
出
午
後
１
時
～
４

時
3
0分

会
場
運
動
公
園
体
育

館

費
用
無
料

内
容
健
康
体

操
の
実
技
や
新
体
操
の
演
技

蠢
ス
ポ
ー
ツ
課
四
6
3－
9
2
4

1
番

イ
ン

デ
ィ
ア

カ
教

室

６
月
８
日
～
2
9日
の

毎
週
火
・

土
曜
日
、
午
後
７
時
3
0分
～
９

時
会
場
和
名
ヶ
谷
小
体
育
館

対
象
一
般
男
女

費
用
無
料

圉

当
日
会
場
で

蠢

体
育
指
導
委
員
・
渡
部

｀
9
1

－
1
5
4
7

番

松
戸
市

軽
ス

ポ

ー
ツ
大

会

（
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
）

６

月
2
3日
面
午
前
８
時
4
5分

受
け
付
け

会
場
運
動
公
園
陸

上
競
技
場

対
象
一
般
市
民
先

着
二
十
四
チ
ー
ム
（
一
チ
ー
ム

七
人
）

費
用
無
料

惠
６

月
６
日
出
午
前
９
時
か
ら

ス

ポ
ー
ツ
課
(

ｆｔ
6
3－
9
2
4

1
番
）
窓
口
で

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

教

室

６

月
１１
］日

～
2
5
日
の

毎

週

火

曜
日

、

午

後
７

時
～

９

時

会

揚
大

橋

小

体
育

館

対

象
一

般

市
民

費
用

無

料

圉

当

日

会

場
で

蠢
体

育

指

導
委

員

・

松
戸

｀
9
1

1
3
0
0
3

番

ソ
フ
ト

バ

レ

ー
ボ

ー
ル
教

室

６

月
７
日
～
2
8日
の
毎
週
金

曜
日
、
午
後
７

時
～
９

時

会

場
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
対

象
一
般

市
民

費
用
無
料

圃
当
日

会
場
で

黷
体
育
指
導
委
員
・
湯
浅
四
9
1

－
0
9
7
5

番

スポーツレクリエーション祭（地域祭）
対象＝一般市民費用＝無料函当日会場で

地 区 種 目 期日(日酊ﾖ) 時間 会 場 問
い合わせ

体育指導委員

本 庁 グラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

イン ディ アカ

6/30

午

前

９

時

が

ら

南 部 小
新沢
062-0342 番

明

７／７

上本郷二小
村松
c64 ―2927番

矢 切 柿ノ木台小
平川
062-0578 番

東 部
グ
ラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

イン ディ アカ
ラ ー ジ 卓 球

東部スポー
ツパーク

中川

092-5511 番

常 盤 平

グラウンドゴルフ ７／７ 常盤平三小
小暑
酋87―7117番

ソフトバレーボール6/16･23･30
常盤平一小

ラ ー ジ 卓 球 9/8･15･22

五香六実

グラウンドゴルフ ７／７ 松飛 台小
菊池
087-1565 番

ソフトバレーボール 6/30 高 木二小

ラ ー ジ 卓 球 7/21 松飛台二小

小 金 原
ブ
ラウンドゴルフ

ソフトバレーボール

インディア力
ラ ー ジ 卓 球

７／７ 栗ヶ 沢小
松丸

き43―6608番

小 金
グ
ラウンドゴルフ

ソフトバレーボール
イン ディ ア カ

6/30 小 金北小
藤咲
c44 ―9248番

馬 橋
ソフトバレーボール

イ ン デ ィ ア カ
7/14･21 八ヶ崎小

岡田

1562―8843番

新 松 戸

グラウンドゴルフ
ソフトバレーボール

イ ン デ ィ ア カ
ラ ー ジ 卓 球

6/16 新松戸西小
香川
044 ―9248番

サ
ー
ク
ル

古
ヶ

崎
ペ

ン
習
字

サ

ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
第
四
日
曜
日
、

午
後
１

時
3
0分
～
３
時
3
0分

会
場
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
円
（
教
材
費
を
含

む
。
入
会
金
千
円
）

蠢
荒
海

｀
6
8
1
6
6
9
8
番

松
戸

太
極

拳
同

好
会

①
毎
週
水
曜
日

、
午
後
７

時

～
９

時
②
毎
週
土
曜
日
、
午
前

1
0時
～

正
午

会
場
①
運
動
公

園

武
道
館

柔

道
場

②

常
盤
平

体
育
館
小
体
育
室

費
用
月
三

千
円
（
入

会
金
二
千
円
）

残
高
科
・
。
6
2－6
0
8
0

番

松
柏

吟
道

会
松
戸

支
部

毎
週

水
・
木
曜
日
、
午
後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分

会
場
稔

台
駅

前

ビ
ル
ニ

階

費
用

月

二
千
七
百
円
（
入
会
金
千
円
・

教
材
費
実
費
）

黷
稲
本
四
6
2－
9
7
0
8

番

常
盤

平

踏
友
会
（
ダ

ン
ス

）

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時
～

３
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用

月
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

黷
伊
東
四
8
8－
9
7
2
0

番

リ
リ

ー
ダ

ン
ス
サ

ー

ク
ル

毎
週
火
曜
日
（
初
心
者
）
、

毎
週
金
曜
日
（

中
級
）
、
と

も

に
午
後
７
時
～
９
時

会
場

東

部
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二

千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

圜
山
本
｀
6
4－
8
7
4
4

番

み
ん
な
の
力
で
の
ば

そ
う
地
下
鉄
1
1号
線

まつど

今昔

写真館

新京成電鉄の開通

現在の市役所北側での線路建設工事(昭和28年)

新京成電鉄は、松戸ー京成津田沼間26.5kmを、松戸・鎌ヶ谷・習志

野・船橋の四市にわたって走っています。

路線の主要部分は川日陸軍の演習線の線路を利用して建設されま

した。この跡地使用の認可は、昭和21年京成電鉄が受け、同年10月

新京成電鉄株式会社が設立されました。

昭和22年の新津田沼ー薬円台間の開業を皮切りに、全線開通は昭

和30年４月。この時、松戸・上本郷・松戸新田・稔台・八柱・金ヶ

作（現・常盤平）・五香・元山の各駅ができました。

沿線各地の開発と発展への期待も大きく、盛大な祝賀行事が行わ

れたことが当時の広報紙からも分かります。



1991 年(平成３年)６月５日

ご参加ください 情報日

本

脳

炎

予

防

接

種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

基
礎
免
疫
と
し
て
初
回
接
種
（
二

回
）
と
追
加
接
種
（
翌
年
一
回
）

を
行
い
、
基
礎
免
疫
終
了
後
は
、

四

年
に
一
回
追
加
免
疫
を
学
校

（
小
学
三
年
、
中
学
一
年
）
で

行
い
ま
す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
三
歳
以

上
十
六
歳
未
満
で
基
礎
免
疫
ま

た
は
追
加
免
疫
を
終
わ

っ
て
お

ら
ず
、
問
診
票
を
持
っ
て
い
な

い
人
（
以

前
の
問
診
票
は
そ
の

ま
ま
使
え
ま
す
）

申
し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人

昭
和
6
2年
４
月
２
日
～
6
3年
４

月
Ｉ
ロ

生
ま
れ
の
人
に
は
、
初

回
接
種
二
回
分
、
昭
和
6
1年
４

月
２
日
～
6
2年
４
月
１
日

生
ま

れ
の
人
に
は

、
追
加
接
種
一
回

分
の
問
診
票
を
、
３

月
下
旬
に

送
っ
て
い
ま
す
の
で

申
し
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
月

―

日
以
降
に
住
民
登
録
を
し
た
人

は
必
ず
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

惠
申
し
込
み
要
領
に
従
い
、
ハ

ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
丿
五
松
戸
市
役
所
保
健
衛
生

課
予
防
衛
生
係
へ

申し 込み要領

日程表

会場
期 日

時間
６月 ７月

衛 生 会 館 ５伽･17旧） 19剛･30㈲

U;
亠

jW
J

時背

松飛台市民センター ５哨･17回･27内

/小金北市民センター 14削･27困

東部市民センター 21廊 ４内･15回

馬橋東市民センター 犬 ４困･16閃･25附

健康増進センター 12哨･25㈲ ８剛

常盤平市民センター ６困 ３削･15側

明 市 民セン タ ー 犬 １回･11困･2期）

古ヶ崎市民センター 1谿 ２図･15回

稔台市民センター 26伽 ９図･22回

小金原市民センター ６困･催刈･2略9 11困･24團

新松戸市民センター 11(刈 ９詢･19働

小金市民センター 犬 ５鬯･17削･2畩S

馬橋市民センター ７愬 犬
六実市民センター別館５祟･18(火) ８但）
二十世紀が丘市民センター 犬 ２図･12瀏･2かj｛

愛
の
献
血
と
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査

期 日 6/12 伽 15田

会 場 小金原市民セン
ター 松戸駅東口

時 間 午前９時30分
～11時 賜 胄i 鴇

～4時

主 催 健康づくりグル
ープ「小金原」 松戸市

レントゲン あり なし

″
レ

ン

ト

ゲ
ン

検

査
は

、
十

五

歳

以
上

の

市

民

が

対

象
で

す

。

四

十

歳

以

上

で

必

要

な

人

に

限
り

、

喀

痰

細

胞
診

（
四

百

円

）

が
受

け

ら
れ

ま

す

。

黷

健

康

管
理

課

業

務

係

「
県

民

の

日

」

市

立

病

院

の

子

ど

も

眼

科

検

査

は

予

約

制

６

月
1
5
日

出

の
「
県
民

の

日

」

は
、
幼
児
（
三
歳
以
上
）
、
小
・

中

学

生
の

斜

視

・
弱

視

・

視

力

・

屈
接

異

常

（
遠
視

・
近

視

・

乱

視

）
な

ど

の

検
査

は

予

約
制

と

な
り

ま

す

。

予

約
受

け

付

け

電
話

に
よ

り

６

月

５

日

困

午

後
２

時

～
４

時

の

み

眼
科

外

来

へ

（
定

員
に

な

り
次

第

締

め

切

り
ま

す

）

頸

市

立
病

院

眼

科
外

来

四
6
3－

９
乙
１
７
１
内
線
ｎ
／
冫
亠
Ｏ
冖
ｎ
）
番

危
険
物
安
全
週
間

６
月
８
日
出
ま
で

市

立

病

院

耳

鼻

咽

喉

科

の

三

歳

児

精

密

健

康

診

査

は

予

約

制

診

査

日

月

・

金

曜

日

（

予

約

制

）

予

約

受

け

付

け

月

・

火

・

木

・

金

曜

日

の

午

後

か

ら

電

話

に

よ

り

耳

鼻

咽

喉

科

外

来

で

受

け

付

け

黯

市

立

病

院

耳

鼻

咽

喉

科

外

来

｛
１
６３

ｊ

ｎ
乙
１

７

１

内

線

１

１

Ｑ
り

４

番

保
健
衛
生

腎

炎

・
ネ

フ
ロ

ー
ゼ
児

を
守

る
会

記
念
大

会

６
月
1
5日
出

午
前
1
0時
～
午

後
４
時

会
場
千
葉
市
民
会
館

内
容
記
念
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

蠢
中
川

｀
0
4
7
4

－
7
3－
3

3
3
7

番

三

歳

児

健

康

診

査

期
日
６

月
1
1
1
1

一
日

㈹
・
1
8日

㈹
・

2
5日

㈹

会
場

松

戸

保
健

所

対

象
昭

和
6
3
年

２

月
１

日

～
2
8

日

生
ま

れ

の
幼

児

※
該

当

す

る
幼

児

に

は
健

康

診

査
票

を

送
り

ま
し

た
。

該

当

者
で

健

康
診

査
票

が
届

か

な

い
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

。

黯

松
戸

保

健

所

保
健

指

導

課

｀

6
1
j（
乙
１
ｎ
／）１

番

療

育

相

談

６

月
1
3
日

出

午

後
１

時

～
１

時
3
0
分
受

け

付
け

会
場

松
戸

保

健

所

対

象

乳
児

の

股

関
節

脱
臼

検

診

未

受

診
者

や

、

整
形

外

科
領

域

の

診

察

・
相

談

な
ど

を

希
望

す

る

十
八

歳

未

満

の
人

東
乳
幼

児

は

母
子

健

康

手

帳
を

お
持

ち

く

だ

さ
い

。

匣

電
話

で

松

戸
保

健

所

保
健

指

導
課
1
6
1
－
2
1
2
1
番
へ

幼

児

の

腎

炎

・

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

尿

検

査

時
期
６

月
下

旬

費

用
無

料

対

象
昭

和
6
0
年
４

月
２

日

～
6
3

年
４

月

―
日

生
ま

れ

の
幼

児

匣
６
詈
１
１
一
日
㈹
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

左

記
要

領
で

記

入
し

て

申

し

込

ん
で

く

だ
さ

い

。

軣
認
可
幼
稚
園
、
保
育
所
（
園
）

に
通
園
（
所
）
し
て
い
る
幼
児

は
、
園
（
所
）
を
通
し
て
採
尿

容
器
等
を
配
布
し
ま
す
の
で

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

黷
健
康
管
理
課
業
務
係

申し込み要領

募
集
し
ま
す

ジ

ャ

ズ

体

操

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

参

加

グ

ル

ー

プ

募

集

開
催
日
一
1
1
1
1

一
月
1
6
日

壬

）
市

民

会

館
で

対
象

運

営
委

員

会

に

参

加
で

き

、
役

割

分
担

に

協

力

で

き

る

グ
ル

ー

プ

費
用

無

料

定

員

先

着

約

二

十

五

組

運

営
委

員
会
７

月

１１
］日

團

午

後
１

時
3
0
分

か

ら
増

進
セ

ン

タ

ー
で

匣

６

月

６

日

附
午

前
９

時
か

ら

電

話
ま

た

は

直
接

健

康

増
進

セ

ン

タ
亠
1
6
8－
1
8
1
4

番
か

6
5－
5
5
8
8

番
へ

水
泳

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
募

集

松
戸
養
護
学
校
の
生
徒
を
中

心
に
、療
育
を
目
的
と
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や

水
泳
の
好
き
な
人
の
介
助
の
お

手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
日
時
毎
月
第
二
・
第
四

土
曜
日
午
後
２

時
～
３
時

会

場
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
温
水
プ

ー
ル

黯
松
戸
養
護
学
校
か
も
め
ス

イ

ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
・
染
谷
｛
1
6
7－

8
4
9
0

番

牟

後
６

時
以

降
｝

お

知

ら

せ

事
業

所
統

計
調

査
・

商
業

統

計
調

査

７
月
１
日
現
在
で

、
平
成
３

年
度
事
業
所
統
計
調
査
と
商
業

統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。

６
月
下
旬
に

、
調
査
員
が
調

査
票
の
記
入

を
お
願
い
に

各
事

業
所
・
商
店
を

訪
問
し
ま

す
の

で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い

。

蠢
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

講
座

講
演

松
戸

史
談
会

６
月
1
6日
収
午
後
１
時
3
0分

か
ら

会
場
中
金
杉
・
広
徳
寺

（
北
小
金
駅
下

車
徒
歩
約
十
五

言

費
用
無
料

内
容
禅
の

お
話

講
師
石
川
大
玄
氏

茴

神
尾

｀
4
1
1
2
4
5
8
番

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教

室
会
揚
社
会
福
祉
協
議
会
・
７

月

２

日

の

み

「

南

花

園

」

対
象
市
内
在
住
の
人

定
員
三

十
人

費
用
無
料

匣
６
月
６
日
困
～
1
2日
困
の
間

に
、
電
話
で

社
会
福
祉
協
議
会

・
1
6
8

－
0
5
0
3

番
へ

期 日 内 容 時 問

6/27'附 ボランティアの心（ボランティアを始める
にあたって）

午後１時30分
～３時30分

2噫 ろうあ者の生活・車いすの扱い方・ガイド
ヘルプについて 午後１時30分

～４時30分

7/1 回
老人介護について・施設が期待するボラン
ティア 午後１時30分

～４時30分

２図 特別養護老人ホーム「南花圃」体験学習 午前10時
～午後３時

３團 福祉映画・社会福祉協議会について 午後１時30分
～３時30分

特

別

交

通

法

規

講

習

会

６

月
1
6
日

収

午

前
1
0
時
3
0
分

か

ら

会

場

総

合

福
祉

会

館

※
身

障
者

以

外
の

人

も

参

加
で

き

ま

す
。

蠢

松
戸

市

身

障

運
転

者

協

会

・

松

井
｛
1
4
2－
0
7
3
9

番

星

空

教

室

７

月

６

日

出
～

１９
一
月
2
1
日

出

の

計
八

回
（
二
回
の

合
宿

あ
り
）
、

午

後
６

時

～
1
0
時

会

場

県

立

柏

陵

高
校

費
用

宿

泊
代

・

交

通

費
・

資

料

代
は

実

費

匣

６

月
2
0
日

團

ま
で

に

、

往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
氏
名
（
児

童
の

場

合

は

保
護

者

名

も

）

・

住

所
・

電

話

番
号

・

性

別

・

年

齢

・

職
業

を

記
入

し
て

、
〒
2
7
7

柏

市
逆

井

四
四

四
－

一

千
葉

県

立

柏

陵

高
校

開

放

講

座
係
(
0

0
4
7
1

－
7
4－
8
5
5
1

番
）

へ

お
母

さ
ん
の

た

め
の

お
は

な
し
教

育
集

中
講

座

６
月
1
8日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー

講
師
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ

ン
・
浜
島
代
志
子
氏

費
用
テ

キ
ス
ト
代
九
百
六
円

定
員
七

十
人
（
二

歳
以
上
の

保
育
先
着

十
人
・
要
お
や
つ
代
百
円
）

匣
６

月
1
4日
廊
ま
で
に
、
電
話

で
お
は
な
し
キ
ラ
ャ
バ
ン
｛
1
4
4

－
3
0
3
7

番
へ

消
費

生
活
コ

ン
サ

ル
タ
ン

ト

養
成

講

座

９

月
1
8日
Ａ

１１
月
2
1日

言

曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
｝

会

場
電
気
工
事
会
館
（
中
央
区
築

地
）

費
用
六
万

千
八
百
円

匣
６

月
2
0日
困
ま
で
に
膕
日
本

消
費
者
協
会
教
育
室
四
0
3－
3

5
5
3
－
8
6
0
1

番
へ

古

い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写
真

を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

鵞
広
報
課

松戸駅新京成ホームでテレビ に見入る人たち

（昭和30年）

五香駅前(昭和30年代後半)

写真はいずれも新京成電 鉄提供

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………H68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレ ホンサービス……………………a66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービ ス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛牛会館内……………………………容65-3430番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



第 ７５６号

この数なあに？

86,40

0 一
秒
も
積
も
り
積
も
る
と
…

６
月
1
0日
は
、
「
時
の
記
念

日
」
。
な
ぜ
６
月
1
0日

が
「
時
」

に
結

び
つ

く
か
と
い
う
と

、
中

大
兄
皇
子
（
天
智
天

皇
）
が
、

日
本
で
初
め
て
漏
刻
（
水
時
計
）

を
つ
く
り
、
六
七

｝
年
の
現
行

暦
の
６

月
1
0日
に
、
漏
刻
を
天

文
台
に
置
い
て
、
時
を
報
じ
た

と
さ
れ
て
い

る
た
め
で

す
。

さ
て

、
問
題
の
八
万
六
千
四

百
は

、
一
日
を
秒
で
表
わ
し
た

数
字
で
す
。

松
戸
市
の
市
民
生
活

（
平
成

２
年
）
を
一
日
当
た
り
に
し
て

み
る
と
、

生
ま
れ
た
人
：
一
四
・
一
人

亡
く
な
っ
た
人
…
五
・
一
人

結
婚
し
た
人
：

九

・
〇
組

離
婚
し
た
人
・
：
一
・
八
組

救

急
車
出
場
件
数
…
二
七
・
二

件火
災
発
生
件
数
・：
〇

・
六
件

交
通
事
故
件
数
・
・
・
五
・
六
件

※
結
婚
・
離
婚
は
、
平
成
元

年
。

一
日
、
八
万
六
千
四
百
秒
の

中
に
は
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま

ざ

ま

な
出
来
事
が
刻
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

時
計
の
針
は

、
逆
に
は
回
り

ま
せ
ん
。
今

、
こ
の

瞬
間
も
す

で
に
過
去
へ
と
・
…

八
万
六
千

四
百
秒
、
大
切
に
使
い
た
い
も

の
で
す
。

一人語りの旅人

「演劇行脚」を続ける

語りと音楽の会の

丸山由利亜さん

創
立
時
か
ら
メ
ン

バ
ー
だ
っ

た
劇
団
手
織
座
を
退
団
し
、
一

人
語
り
を
始
め
て
五
年
に
な
る
。

先
日
そ
の
記
念
の
公
演
を
行

っ

た

ば
か
り
。

「
一
人
に
な
っ
て
も
で
き
る

も
の
は
何
か
と
考
え
ま
し
た
。

朗
読
の
仕
事
は
以
前
か
ら

し
て

い
た
ん
で

す
が
、
私
は
女
優
で

す
か
ら
、
衣
装
を
付
け
、
身
ぶ

り
手
ぶ
り
を
加
え
て
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
ん
で

す
」
。
劇
団

と
い
う
集
団
の
時
と
は
別
の
お

む
し
ろ
さ
が
あ
る
と
言
う
。

丸
山
さ
ん
と
演
劇
と
の
出
会

い
は
、
叔
父
で
あ
り
広
島
で
原

爆
死
し
た
俳
優
・
丸
山
定
夫
を

抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
「
叔
父
の

仲
間
が
よ
く
家
に
遊
び
に

来
て
、

演
劇
の
話
を
し
て
い
た
の

を
聞

い
て
い
ま
し
た
」
と
少
女

時
代

を
振
り
返
る
。

実
際
に
演
劇
を
始
め
た
の
は
、

終
戦
直
後
、
疎
開
先
の
山
形
で

丸
山
定
夫
の
め
い
な
ら

ば
と
誘

わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
。
以

来

演
劇
の
道
を
歩
ん
で

き
た
。

一
時
ブ
ラ
ン
ク
も
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
新
聞
記
者
の
夫
と
結

婚
し
、
二
人
の
娘
さ
ん
を
育
て

て
い
た
時
期
。
今
、
夫
君
は
良

き
協
力
者
で
あ
り
、
長
女
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
加
藤
泉
さ
ん
は
、

語
り
に
合
わ
せ
た
音
楽
で
共
に

舞
台
を
つ

く
り
上
げ
る
仲
間
で

あ
る
。

丸
山
さ
ん
の
語
り
の
題
材
は
、

松
戸
に
か
か
わ
る
も
の

が
多
い
。

「
松
戸
に
は
十
三
年
住
ん
で
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
住

み
ま
し

た
け
れ
ど
、
松
戸
は
私

の
住
む
最
後
の
街
に
な
る
で
し

ょ
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

土
地
に
あ
る
も
の
を
模
索
し
て
、

作
品
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た

い
」こ

こ

語
大
切
に
か
み
し
め

る
よ
う
に
、
は

っ
き
り
と
し
た

話
し
ぶ
り
が
印
象
的
だ
。

劇
場
で
の
公
演
の
ほ
か
に
、

頼
ま
れ
れ
ば
学
校
な
ど
へ
も
語

り
の
出
前
を
す
る
。
公

演
を
見

た
人
だ
ち
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
声

が
、
何
よ
り
の
宝
物
と
い
う
。そ

の
宝
物
を
し

っ
か
り
と
抱
い
て

、

丸
山
さ
ん
の

「
演
劇
行
脚
」
は

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

く
。

（
大
橋
在
住
）

あ なたの撮ったスナップ 写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。 採用の方に

記念品を差し上げます。
。広報課

屋
上
か
ら
市
内
観
察

市庁舎屋上で

小
学
生
が

市
庁
舎
を
訪
問

こ のところ市役所では、子ども

たちのにぎやかな声が聞かれます。

市内の小学生が社会科の勉強で市

役所を訪れているのです。

５月20日(月)の午前中は、常盤平

第二小学校の三年生匐3人が、先生

に引率さ れてやってきました。

庁舎の屋上に上り、周りに見え

る建物や地形などを熱心に調べて

いました。

このあと子どもたらは、近くの

江戸川の土手に行き､ 芝すべりなど

をして遊び、お弁当を食べる予定

だそうで、そちらの方もちよっと

気になっているようでした。

平和を訴える巡礼キャラバンに出発

小金原の尾形さん夫妻

広島で被爆体験を持つ小金原の

尾形隆憲さんと妻のてる子さんは、

改造したワゴン車に乗って、５月

10日働、平和巡礼キャラバンに出

発しました。

これは、全国の非核・平和宣言

自治体約1,600 ヵ所を回って、平和

キャンペーンを行うというもの。

２年余りで北海道から沖縄まで、

およそ25,OOOkm を走破する予定で

す。

元気に出発する尾形さん夫妻（市庁舎前で）

老人医療を地域で考える

五香六実で講演会

５月12日(日)、五香六実の北丘自治会館で、

「健やかなシルバーライフのために」と題し

て、講演会が催されました。

地元老入会や婦人会などが主催し、老人医

療に造けいの深い､医師･旭俊臣氏を講師に招

いたもの。「寝たきり」の予防法など、具体的

な話に、集まった参加者は、熱心に耳を傾け

ていました。

スナップショット
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